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NTT ビジネスソリューションズ株式会社 

 

日常の健康管理のように、IT 環境の健全性を維持する 

「サイバーハイジーン支援サービス with Tanium」の提供を開始 

 

NTT ビジネスソリューションズ株式会社（本社：大阪市北区、代表取締役社長：木上 秀則、以

下、NTT ビジネスソリューションズ）は、サイバーセキュリティに医療の考えを取り入れ「セキュ

リティのかかりつけ医」として、自治体や企業が抱える課題に寄り添い支援を行う

「Cybersecurity Primary Care」※1 の取り組みを実施してきました。 

この取り組みをさらに強化するため、タニウム合同会社（本社：東京都千代田区、代表執行役社

長：原田英典）と連携し、統合エンドポイント管理ソリューション Tanium Autonomous 

IT Platform（以下、Tanium）を活用した「サイバーハイジーン支援サービス with Tanium（以下、

本サービス）」を、2026 年２月 10 日（火）より提供開始します。本サービスは、お客さまの IT 資

産におけるリスクの可視化と運用管理を支援し、サイバー被害のリスク低減をめざします。 

NTT ビジネスソリューションズは「セキュリティのかかりつけ医」として、お客さまのサイバー

セキュリティ課題に伴走し、継続的な支援を通じてセキュリティ対策の成熟度向上に貢献します。 

 

※1「Cybersecurity Primary Care」について：https://www.nttbizsol.jp/service/cyber-security/ 

＊Tanium は Tanium Inc.の商標です 

 

1. 背景 

近年、サイバー攻撃の手法はますます高度化・巧妙化が進む中、ランサムウェア被害を受けた企

業・団体の約 60％※２において、セキュリティ監査が十分に実施されておらず、脅威にさらされるリ

スクが高まっていることが指摘されています。このような状況に備えるためには、管理する IT 資産

の全容把握やセキュリティパッチの適用状況の確認など、平時からの定期的なセキュリティ監査が不

可欠です。 

これらの基礎的なセキュリティ運用は、サイバーハイジーン※3 と呼ばれ、IT 資産の安全性を維持

する重要な土台となりますが、適切な運用には、セキュリティの専門知識や人的リソースが必要とな

り、十分な管理が行き届かないケースもあります。 

こうした状況を踏まえ、NTT ビジネスソリューションズは大規模な環境でのエンドポイント運用

支援実績に基づくノウハウと、セキュリティの専門家によるサイバーハイジーンの知見を組み合わ

https://www.nttbizsol.jp/service/cyber-security/
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せ、Tanium を活用した企業の IT 資産のリスク可視化と脆弱性管理を、単なる運用支援にとどまら

ない高付加価値な伴走型サービスとしてご提供します。 

 

※2 警察庁「令和 7 年度上半期におけるサイバー空間をめぐる脅威の情報等について」 

資料編  ランサムウェア被害に関する統計⑤ ●ランサムウェア被害が業務に与えた影響の程度/被害企業・団体等

の情報セキュリティ監査の実施状況（P.62）

https://www.npa.go.jp/publications/statistics/cybersecurity/data/R7kami/R07_kami_cyber_jyosei.pdf 

※3 サイバーハイジーンとは、手洗いやうがいのように、組織や個人の IT 環境をウイルスや脆弱性などの脅威から守

り、健全に保つための情報セキュリティにおける「衛生管理（ハイジーン）」のこと 

 

 

２．概要 

（１）サービスの概要 

Tanium を活用し、脆弱なエンドポイントの可視化やその対処方法、さらには運用体制の根本的

な助言など、サイバーハイジーン運用におけるベストプラクティスの実践を伴走支援します。ま

た、これまでの豊富な運用実績をもとにプロセスを標準化することで、導入から運用定着までを円

滑に進め、お客さまの負担を軽減します。さらに、Tanium をより効果的に活用いただくための各

種サポートメニューをラインナップし、お客さまの運用状況や体制に応じて柔軟に対応します。 

 

■サービス提供イメージ図  

 

＊Tanium のロゴは Tanium Inc.の商標です 
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主な機能 

・リスクモニタリング 

NTT ビジネスソリューションズが培ったサイバーハイジーンの知見を基に、衛生管理状態を数値

化して KPI 管理を行うことで、リスクの所在を明確化し、対策が必要な拠点や NW の対処優先度

を決めるためのスコアリングや、お客さまの IT・セキュリティ運用部門の日々の活動による成果を

確認することが可能となります。 

 

・報告相談会 

可視化したリスクに対する是正方法と優先度を提示するだけでなく、NTT ビジネスソリューショ

ンズの培ったノウハウを活かし、お客さまの根本的な業務フローや運用体制の改善まで、ベストプ

ラクティスに基づいてアドバイスいたします。 

 

・ハイジーンオペレーション 

毎月の OS セキュリティパッチ適用などの定常業務から、脆弱性が発見された場合のソフトウェ

アバージョンアップといった是正対応まで、運用業務を包括的に支援し、お客さまの IT 運用業務

負担の低減を図り、本来業務に注力できる体制づくりに貢献します。 

 

（２）サービスメニュー表 

 

３．提供開始日 

2026 年 2 月 10 日（火） 



 

４. 提供エリア 

西日本エリア（富山県、岐阜県、静岡県以西の 30 府県） 

 

５．サービス提供価格 

お客さまのご要望や構成内容により異なるため、営業担当者にお問い合わせください。 

 

６．今後の展開 

 サイバーセキュリティに関する多様な課題に対応するため、幅広いサービスラインナップを展

開し「Cybersecurity Primary Care」の取り組みをさらに充実いたします。 

 

７．本件に関するお問い合わせ先 

NTT ビジネスソリューションズ株式会社 

バリューデザイン部 マネージドサービス部門 マネージドビジネス担当 

E-mail：mc-soc_contact@west.ntt.co.jp 

 

※お問い合わせの際は、メールアドレスをお確かめのうえ、お間違いのないようお願いいたします。 

※ニュースリリースに記載している情報は、発表日時点のものです。変更になる場合がありますので、あらかじめご了承

いただくとともに、ご注意をお願いいたします。 
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